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食品安全委員会の９月の運営について

１．食品安全委員会の開催

第346回 ９月２日（木）

(1) 各専門調査会における審議結果についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

(2) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

第347回 ９月９日（木）

(1) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

(2) 食品安全委員会の８月の運営について事務局から報告

(3) 食品安全関係情報（８月14日～８月27日収集分）について事務局から報告

第348回 ９月16日（木）

(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

遺伝子組換え食品等
専門調査会(1品目)

VAL－No.2株を利用して生産されたL－バリン

水道水の水質基準 トリクロロエチレン

農薬（４品目） イミダクロプリド、インダノファン、ピメトロジン、フロニカミド

農薬及び動物用医
薬品（１品目）

ジノテフラン

動物用医薬品
（１品目）

モネパンテル

添加物（1品目） ３－メチル－２－ブテナール

農薬（14品目）

サフルフェナシル、シプロジニル、ビキサフェン、フェンピラザミン、フェンブ
コナゾール、ペノキススラム、メタアルデヒド、メタラキシル及びメフェノキサ
ム、クロマゾン、テトラジホン、トリクロピル、フェノチオカルブ、ベンゾフェナッ
プ、メパニピリム

農薬及び動物用医
薬品（1品目）

オキソリニック酸

資料３
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(2) 各専門調査会における審議結果についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

(3) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

(4) 「食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等（平成22年８月分）について事務局か

ら報告

(5) 食品健康影響評価技術研究運営委員会構成員の改選について事務局から説明後、

案のとおり決定

第349回 ９月30日（木）

(1) 岡崎内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全 ・末松内閣府副大臣挨拶）

(2) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

(3) 各専門調査会における審議結果についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

(4) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

(5) 食品安全モニターからの報告（平成２２年７月分）について事務局から報告

かび毒・自然毒等
専門調査会

デオキシニバレノール及びニバレノール

農薬（2品目） ＴＣＭＴＢ、ノルフルラゾン

農薬及び動物用医
薬品（1品目）

イソプロチオラン

農薬（7品目）
キノクラミン、ジクロベニル、ジフェノコナゾール、トリフルミゾール、ＤＣＩＰ、
エトキシスルフロン、酸化フェンブタスズ

農薬及び動物用医
薬品（2品目）

フェニトロチオン、フェノブカルブ

肥料・飼料等専門
調査会(1品目）

エフロトマイシン

農薬（1品目） ベノキサコール
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２．専門調査会の運営

（１）企画専門調査会

第35回 ９月28日（火）

＜食品安全委員会が自ら食品健康影響評価を行う案件の検討・選定について＞

・ 自ら評価の候補案件リストについて事務局から説明した上で、これを消費者や

関係者の関心又は懸念について広範にピックアップされたものとしてきちんと受

け止めることとする一方、今後の整理へのアプローチの仕方として、まず、案件

のグループ分けを行った

・ また、審議の結果を踏まえ、事務局において情報の整理を行い、次回更なる検

討を行うこととなった

（２）添加物専門調査会

第89回 ９月27日（月）

・ ３－メチル－２－ブテナール」について調査審議し、評価書（案）を一部修正「

の上、食品安全委員会に報告することを決定

（３）動物用医薬品専門調査会

第128回 ９月10日（金）

・ プリフィニウム」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、食品安「

全委員会に報告することを決定

（４）農薬専門調査会

第66回 幹事会 ９月１日（水）

・ アミトロール」及び「ペンディメタリン」に関して、国民からの意見・情報の「

募集期間中に、寄せられた意見について検討した結果、評価書（案）を一部修正

の上、意見に対する回答とともに食品安全委員会に報告することとなった

・ アバメクチン」及び「スピロジクロフェン」について検討の結果、評価第二部「

会において調査審議することとなった

・ トリアゾホス」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、食品安全「

委員会に報告することを決定

・農薬専門調査会における評価書評価の考え方及び農薬専門調査会幹事会及び評価

部会の運営などについては、継続して検討することとなった

第２回 評価第二部会 ９月３日（金）※非公開

・ エチクロゼート」及び「ジメタメトリン」について調査審議し、評価書（案）「

を一部修正の上、幹事会に報告することを決定

第２回 評価第三部会 ９月８日（水）※非公開

・ ＭＣＰＡ」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、幹事会に報告「

することを決定

イミノクタジン酢酸塩」及び「イミノクタジンアルベシル酸塩」について調査・「

審議し、継続審議となった
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第１回 評価第四部会 ９月14日（火）※非公開

・ シクラニリド」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、幹事会に「

報告することを決定

シヘキサチン」について調査審議し、継続審議となった・「

第２回 評価第一部会 ９月21日（火）※非公開

・ ピリベンカルブ」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、幹事会「

に報告することを決定

（５）微生物・ウイルス専門調査会

第14回 ９月27日（月）

・４つのファクトシート（案 （新型インフルエンザ(Ｈ１Ｎ１)２００９、鳥イン）

フルエンザ（Ｈ５Ｎ１ 、Ａ型肝炎、セレウス菌食中毒）について加筆・修正意）

見が出され、事務局にて修正することとなった

・二枚貝中のＡ型肝炎ウイルスのリスクプロファイル更新案について、担当専門委

員において修正案を作成した上で再度審議を行うこととなった

・評価書及びリスクプロファイルの標題について、検討を行った

第15回 ９月29日（水）薬剤耐性菌に関するワーキンググループ

※第41回肥料・飼料等専門調査会と合同で開催

・専門委員紹介及び合同専門調査会（薬剤耐性菌に関するワーキンググループ）の

運営等について、事務局から説明

・肥料・飼料等専門調査会の唐木専門委員が座長に選出された

・ ツラスロマイシンを有効成分とする豚の注射剤（ドラクシン）の承認に係る薬「

剤耐性菌」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、食品安全委員会

に報告することを決定

（６）遺伝子組換え食品等専門調査会

第84回 ９月６日（月）※非公開

・ ｐＧｌｕ株を利用して生産されたグルカナーゼ」について調査審議し、評価書「

（案）を一部修正の上、食品安全委員会に報告することを決定

「 （ ）」 、・ チョウ目害虫抵抗性ワタＣＯＴ１０２系統 食品・飼料 について調査審議し

指摘内容について回答を求め、回答が確認されれば評価書（案）を食品安全委員

会に報告することとなった

（７）肥料・飼料等専門調査会

第41回 ９月29日（水）薬剤耐性菌に関するワーキンググループ

※第15回微生物・ウイルス専門調査会と合同で開催

・専門委員紹介及び合同専門調査会（薬剤耐性菌に関するワーキンググループ）の

運営等について、事務局から説明

・肥料・飼料等専門調査会の唐木専門委員が座長に選出された

・ ツラスロマイシンを有効成分とする豚の注射剤（ドラクシン）の承認に係る薬「

剤耐性菌」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、食品安全委員会

に報告することを決定
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（８）新開発食品専門調査会

第69回 ９月13日（月）※非公開

リプレＳ」及び「まめちから 大豆ペプチドしょうゆ」について調査審議し、・「

継続審議となった

３．意見交換会等の開催

（１）意見交換会

食の安全を科学する「サイエンスカフェ」第６話

～科学の目で考える食中毒～ どうしてなるの？なったらどうなるの？

９月９日（木）＜東京都中央区＞

・群馬県との共催により開催

・食品安全委員会小泉委員長からの３０分程度の話題提供の後、参加者の皆さんか

ら、疑問や意見を自由に「コミュニケーションカード」に書いて出してもらい、

その内容について意見交換を実施

（２）講師等派遣

・地方公共団体企画や各種団体企画の講演会等へ委員が講師として参加した

月 日 講演会名 対応委員

９月７日
パネルディスカッション「食と科学　－リスクコミュニケーショ
ンのありかた－」

小泉委員長

９月17日 コープこうべ　食品の安全性を考える学習会 小泉委員長


